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2007年 7月1日制定
2016 年 4 月21日改定
首都大学東京『人文学報（社会人類学分野）』投稿規定
(1)本誌には、論文のほか、卒論・修論・博論 一覧表、教員業績 一 覧、学事日程を載せるものとする。 また
本誌編集会議の合議により、上記以外の特集や記録なども載せることができる。
( 2)本誌には、社会人類学研究室教員等（教授 ・ 准教授・助教、非常勤講師、特約研究員） が論文を日本語
または英語で執筆することができる。
(3)本誌には、首都大学東京大学院社会人類学分野在籍者（博土前期課程 ・ 博士後期課程）、および本研究室
に籍を置く日本学術振興会特別研究員が論文を日本語または英語で投稿することができる。
(3)-1上記有資格者が投稿しようとする論文は、指禅教貝および社会人類学研究室教員の最低2名による
査読・評価を経て推薦を得ねばならない。
(3)-2上記在籍者の投稿論文の採否は、社会人類学研究室専任教員が構成する本誌編集会議の議を経て
決定する。
(4)投稿論文は未刊行のものに限る。
(5)本誌投稿規定および執筆要領の改廃は社会人類学教室会議の合議により行う。
********************************* 
2007年 7月1日制定
2013 年 11 月21日改定
首都大学東京『人文学報（社会人類学分野）』執筆要領
(1)投稿論文は、400字詰め原稿用紙に換算して50-60枚を、英文の場合は8.000ワ ー ドを限 度とする。 写真・
図表も字数に含めるものとする。
( 2)書式は日本文化人類学会機関誌『文化人類学』の規定に準ずるものとする。
(3)原稿の募集は原則として毎年4月·5月とする。 原稿提出期限は原則として毎年10月末日とするが、原稿
募集の際、 年度ごとに通知する。
(4)投稿者は、電子ファイル(MS Word)で作成した原稿をメ ー ルに添付し、所定の提出期限までに提出す
ること。 なお、査読後の最終原稿に関しては、電子ファイルおよび紙媒体を提出すること。
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2018年度社会人類学研究室 卒業論文・修士論文・博士論文一 覧
卒業論文（首都大学東京人文・社会系社会学コ ー ス社会人類学分野）
氏名 論文タイトル 指導教員
大島 崇彰
創られた確実性
小田 亮
パチンコ遊技と新自由主義的社会
王 蓉果
外の世界を見たかった
田沼 幸子
父と母のライフストー リ ーからみる「知識青年」たちの日本留学
阪上 葵
平成最後の結婚式事情
田沼 幸子—SNS花嫁コミュニティと自ら「選ぶ」女性たちの語りから
野口 香里
スタバの「売り」は何か
田沼 幸子
CEO、 利用者、 パー トナ ー の語りから
新垣 貴大
スマブラDXコミュニティ民族誌
石田慎一郎
不便· 仮面・熱意が織りなすコムニタスとしての宅オフー—-
岩島 由季
お医者さんに許された
石田慎一郎
ある強追［生障害者の救い
木村緋香里
「もの」が人間の手をすり抜ける
石田慎一郎
ー一刀剣の付喪神が語る人間と「もの」の多層的・循環的なネットワ ーク ＿
寺田 花
スク ー ルカーストからの卒業
石田慎一郎
現代日本における平等社会の序列意識について
年中行事から意味は失われているか
佐藤 夏季 山形県庄内地方における年中行事「大黒様のお年夜」の実態調査 深山 直子
を通して
田中 秀幸 「地方」という特性はゲイにどう作用するのか 深山 直子
平井 美帆
干拓事業から「弁慶」へ
深山 直子
松江市本庄地区がたどる「あるべき姿」の変遷ー一
水谷 友香
コミュニテイカフェの実態と役割
深山 直子ー一人為的に作られた「コミュニティ」の可能性を考える
渡部 暖
田舎と都市の狭間にある2つの「つながり」の形
深山 直子
移住者が藤野にもたらした変化と「地域通過よろづ屋」の実態
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修士論文（首都大学東京大学院人文科学研究科社会行動学専攻社会人類学分野）
氏名 論文タイトル 主査
山岸 哲也 シンクレティズム「再興」 小田 亮— ィンド ・ シッキム州の民族誌的記述の検討から ―
顔 行一 冷え性をめぐる医学言説に関する試論 何 彬—身体と感覚の視点から ―
朱 香蘭 中国朝鮮族における家族のあり方 綾部 真雄
岩倉 知葉
創発性と「エスニック ・ ビジネス」 綾部 真雄―—ーインド ・ ネパ ー ル系移民が営む料理店の事例から
佐々木裕梨
西アフリカ ・ コネクション 綾部 真雄—違和感の外在化表現としてのく空気＞
村主 直人 映像による異文化表象を考える 田沼 幸子ー一民族誌映像とテレビ ・ ドキュメンタリ ーによるヤノマミ表象から ―
博士論文（首都大学東京大学院人文科学研究科社会行動学専攻社会人類学分野）
氏名 論文タイトル 主査
小林 貴幸 小集団の社会人類学的考察 小田 冗吉—日本本土 ・ 台湾・沖縄における空手会派間の比較—
荒木 ,e. ノ．L、
イスラ ーム復興の混成性 小田 亮—ィンドネシアの都市と村落における「流動性」と「恒常性」の位相—
横田 浩一 村落社会の文化的存立と統治 綾部 真雄—中国広東省潮油地域における歴史・宗族 ・ 祭祀
阿部 朋恒 中国西南部少数民族ハニにおける村落と共同性をめぐる民族誌的研究 綾部 真雄
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2018年度社会人類学分野教員業績一覧
(2018年4月~2019年3月）
小田 亮（教授）
単編著 2019 藤井光・田沼幸子・西井涼子 ・ 小田亮 「『日本 人を 演じる』の 衝撃一美
術家の 問い、 人類学 者の 応答 」 東京外国語大学アジア ・ アフリカ言語
文化研究所。
論 文 2019 ( 印刷中） 「『伝統の 創出』としての 門中化」『民衆史の 遺産 第14巻
沖縄』原 知章（編） 、 大和 書房 （ 再録）。
2019 「『交換の 四角形jとその 混成態」『人文学報』515-2 : 1-22 。
口頭発表 2019 「『住み込み』のフィ ー ルドワ ーク と 『通い」の フィ ー ルドワ ーク 」 、
TMUフィ ー ルドワ ークリサ ー チラボキックオ フシンポジウム 「 フィ ー
ルドワ ーク の 世界へようこそ！」、首都大学東京荒川キャンパス(1月
2 6日）
何 彬（教授）
論 文 2019 「人人正月欽食看日本都市民俗侍承J (正月の 食から日本の 都市民俗伝承
を考える） r首届朱亜民俗文化与民岡文学詑伝：当下京並各国民俗文化
佳承的現状与走向 論 文集 』（ 雲南大学文学院に 提出済）。
2019 印刷中 「 文化を 知る近道 食を 文化として研究す ること」『知性と
創造』日中人文社会科学学会会誌第15号 。
口頭発表1201 8 講演「文化を 知る近道一一食の 民俗学的研究」『日中人文社会科学学会
第17回研究会j 成城大学( 6月17日）
201 8「 詑民俗学在酒言教育里的文化承担 国転汲i吾文化教育実践淡 」上海
華東師範大学主催 『民俗学的本土話語与学科建構（ 民俗学の 本土語り
と学科構築）』、 中国 、 上海、 華東師範大学( 6月22日）
201 8  「日本における宝巻研究一�国 会図 書館とCiNii文献による」、 国際アジ
ア民俗学会第 19回学術大 会。中国甘粛省張披市( 8月1 6日）
201 8 招待講演 『現代都市的民俗佳承 以日本城市正月食俗力例（ 現代
都市の民俗伝承について—日本都市の 正月における食の 民俗を事例
に ）』北京連合大学北京学研究所） (11月2日）
201 8 「 80 年代以降の 中国民俗学と柳田屈男 」愛知大学国際コミュニケ ーショ
ン学会・比較 民俗学 会共催 学術交流プログラム （ フォ ーク ロ ア）愛
知大学名古屋校舎(12月 8日）
I 
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綾部 真雄（教授）
単編著 I 2018 (桑山敬己と編著） 『詳論 文化人類学—基本から最新領域を深く学
ぶ』ミネルヴァ書房。
論文
2019 (印刷中） （信田敏宏、 加藤剛、 綾部真雄、 土佐桂子、 岩井美佐紀と編
著）、［東南アジア文化事典』丸善出版。
2019 (印刷中） 「安全保障とアイデンテイティー一ータイ山地民の 国籍問題を
めぐる2つのコンテクストから」『国家安全保障の脱構築』遠藤誠治（編）、
有信堂。
口頭発表 I 2018 Anthropology in the Era of℃ ultural Engineering" : A Case from Northern 
Thailand, TSU-TMU Joint Symposium、 ロシア ・ トムスク大学(9月6日）
2018 「新生『文化人類学』 —投稿と査読をめぐって 」＜次世代育成セミ
ナ ー ＞日本文化人類学会 ・ 東京外国語大学アジア ・ アフリカ言語文化
研究所共催(11月17日）
2019 「方法としてのクラシック ・ モダン 『社会人類学年報』の立場から」
く学会誌の編集から文化人類学コミュニティを再創想像する＞ 、 早稲田
大学文化人類学会シンポジウム (1月12日）
2019 「く屠り＞の場に誘う フィ ールドスタディの過程で招魂儀礼を主宰
その他 I (書評）
する」、TMUフィ ー ルドワ ー クリサ ー チラボキックオフシンポジウム
「フィ ールドワ ー クの世界へようこそ！」、 首都大学東京荒川キャンパ
ス(1月26日）
2019 (印刷中）堀江未央『娘たちのいない村ー ヨメ不足の連鎖をめぐる雲南
ラフの民族誌］『アジア ・ アフリカ地域研究』18 (2) 。
2019 (印刷中）Michele Zack, The Lisu: Far from the Ruler, Anthropos 114. 
（編集後記）
2018 「編集後記」 『文化人類学』 83 (2) : 328-329。
田沼 幸子（准教授）
単編著 12019 (編集中）「『革命の子どもたち］が親になる時―—ーバルセロナで生きる
キュ ー バ人の戸惑い」『ラテンアメリカにおける国際労働移動とジェン
ダ ー ・エスニシティ」松久玲子・ 宇佐見耕一 （編）、 人文研叢書。
2019 藤井光• 田沼幸子• 西井涼子・ 小田亮「『日本人を演じる』の衝撃一美
術家の問い、 人類学者の応答」東京外国語大学アジア ・ アフリカ言語
文化研究所。
142 
論 文 2018 「映像と 人類学 」『 詳 論 文化 人類学ー一一基本と最新のトピックを深く
学ぶ』桑山敬己 ・ 綾部真雄（編） 、pp. 313 -329、ミネ ルヴァ書房。
2019 「友だち幻想 を超 えて＿社会人類学演習IIのインタビュ ー 作品」『人文
学 報j 515 -2 : 23 -47 。
口頭発表1 2018「 キュ ー バ の友だち」NUS研究会 、首都大学東京秋葉原サテライトキャ
ンパス 、 5月13日
2018 「聖地巡礼と 『食べ物写真』一―—卒 論を通じて考える『 若者jによる『若
者』研究 、龍谷大学 、6 月23日
2018 「初めて見るかのように 一一フーィー ルドワ ーク映像制作の実践 2017年」
（発表：村主直人 、孫夢、山岸哲也、監修：田沼幸子 、深山直子） 、龍
谷大学 、6 月23日 ・ 24日
2018「『革命の子どもたち』が親になる 時 バ ルセロナで生きる キュ ー バ
人の戸惑い」 第 19期人文科学研究所 、第11研究会 「ラ テンア メ リカに
おける国際労働移動の比較研究」 第 14回研究会 、同志社大学 、 10月20
日
2019 「映像 を 書く 、視点 を変える 」 、 TMUフ ィ ー ルドワ ークリサ ー チラボ
キックオフシンポジウム 「フィー ルドワ ーク の 世界へようこそ ！」 、首
都大学 東京荒川キャンパス 、 1月26 日
2019 「趣旨説明 ・ 研究者紹介」 国立民族学 博物館共同研究「 ネオリベラ リズ
ムのモラリティ 」 研究会 、 国立民 族学 博物館 、 2月9B
2019 「ク ー ルプロフェッサ ー 中川敏」NUS研究会最終会 、 大阪大学中之島
キャンパス 、3月3日
その他 I 2018 「身近 なネオリベラ リズムについて考える 共同研究．ネオ リベラ リズ
ムの 中のモラリティ」『民 博通信』16 1 : 14-15。
2018 研究協力者大橋摩州（上野ア メ横「呑める 魚屋魚草」店主）との対談「 日
本におけるネオリベラ ル経済の展開とア メ横」 7 月14日 （土）撮影（上
野ア メ横「呑める 魚屋魚草」周辺、首都大学東京秋葉原サテライトキャ
ンパス）
2018 大橋氏によるア メ横説明のビデオ撮影及び研究会 メ ン バ ー 共有用ビデ
オ (27 : 41)の編集と 限定公開
2019 「 2018 社会人類学演習II ふり か える」(7分 50秒）
143 
石田 慎一郎（准教授）
論 文 201 8 「法と人間」r 詳 論 文化人類学 基本と最新のトピックを深く学ぶ』
桑山敬己 ・ 綾部真雄（編 ） 、pp. 10 6 -119、 ミ ネ ルヴァ書房。
2019 「待っことを 知る社会の正義 ＿東 アフリカ民 族誌からのオ ルタナティ
ブ ・ ジャ スティ ス論」『グ ロ ー バ ル化す る正義 の 人類学』細谷広美・佐
藤義明（編 ） 、pp. 2 61-2 80 、 昭和堂。
2019 「 アフリカの経済発展と法 ーーサー ブサハラ における法 文化 、 環境保全、
技術移転をめぐ る総合的研究」（山名美加ほかと 共 著） ［関西大学法学
論集』68 : 1-25。
口頭発表12019 「探検部から 人類学へ」、 TMUフィ ー ルドワ ークリサ ー チラボキックオ
フシンポジウム 「フィ ー ルドワ ーク の 世界へようこそl」、首都大学東
京荒川キャンパス(1月2 6日）
その他 I (書評 ）
201 8 Mark Goodale, Anthropology and Law: A Critical Introduction. 『社会人類学
年報』44 : 147-15 6。
201 8 アラン ・ シュピオ 『法的 人間 ホモ ・ ジュリ デイクス 法の 人類学
的機能』〔書評 文タイト ル「超人間的法を求める社会そして 人間へ の警
告ー一人間化す る技術としての法をとり も どす」〕［図書新聞j 33 63 :4。
（展示制作・監修）
2019 「三脚椅子から眺める 生活技術を比較す るささやかな実験」首都大
学東京学芸員養成課程展示室(1月24 日2月 8日）
深山 直子（准教授）
論 文 2019 「初め ての参与観察 201 8年度 「社会人類学演習ll」 の学生レポ ート
集」『 人文学報』515-2 : 49-92。
2019 (印刷中 ） 「陸に上がったサンゴ＿漆喰からみる石垣島のシマ景観」『ア
イランドスケ ープ ・ ヒストリ ズーー←ー島景観が架橋す る歴史生態学と
歴史 人類学』山口徹（編 ） 、 風響社。
2019 (印刷中 ） 「政治的アイデンテイテ ィ としてのマオリ ・ 日常的実践とし
てのマオリ ＿現代ニュ ージ ーランド における「＝文化主義」 の帰結」
『21世紀の 文化人類学と批判的精神-歴史のなかから応答す る倫理の
諸相をめぐっ て 」太田好信 （編 ） 、 昭和堂。
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口頭発表
その他
2018 「初めて見るかのように フィ ー ルドワ ー ク映像制作の実践2017年 」
（発表．村主直人 、孫夢、山岸哲也、監修：田沼幸子、深山直子）、龍
谷大学、6月23日 ・ 24日
2018 Fukayama, N , T. Yamaguchi, S. Tanahash1 and H. Yamano Fragile to Climate 
Change?: From the Perspective of Micro Islands in a Mi-crostate, The World 
Social Science Forum2018, Fukuoka International Con-gress Center, Fukuoka, 
Japan (9月28日）
2019 「「物言う』フィ ー ルドとの付き合い方 」、TMUフィ ー ルドワ ー クリサ ー
チラボキックオフシンポジウム「フィ ー ルドワ ー クの世界へようこ
そ！ 」、首都大学東京荒川キャンパス (1月26日）
［ポスター 発表）
2018 深山直子・棚橋訓 ・山口徹 ・ 山野博哉 「気象災害連鎖を生き抜くオセ
アニア環礁社会の戦略� ト ー ル ・ レジリエンス 解明に挑む 」（海外
学 術調査フォ ー ラム• 海外学 術調査フェスタ）、 東京外国語大学 (6月
16日）
【研究会等の企画 ・ 司会】
2018 「『先住民からみる現代世界＿ わたしたちの〈あたりまえ〉に挑むj
出版記念ワ ー クショップ 」、(4月28日）※企画は深山直子・ 丸山淳子・
木村真希子
2018 Special Lecture by Ms. Te Aroha Rountree, "Mana Wahine 1 te Haahi 
Weteriana: Maori Women in Positions of Authority in the Methodist Church of 
NZ", l" Kanto Regional Regular Academic Meetmg 2018, Japan Society for 
Oceanic Studies, Ochanomizu University (2018年11月25日）
2018 Special Lecture by Ms. Te Aroha Rountree, "Ta Moko-Cultural 
Appropriation: Moko Kauae-Maori Women's Right, Pakeha Women's 
Priviledge?", Tokyo Metropolitan University (2018年12月5日）．
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澤井 充生（助教）
単絹著
論文
口頭発表
その他
（単著 ）
2018 「現代中国における 「イスラー ム復興」の民族誌＿変貌するジャマ ー
アの伝統秩序と民族自治』明石書店。
2019 「イスラモフォ ビアと「宗教中国化」の親和性ーー中国イスラー ム界の
デイスト ピア化」 『人文学報』515-2 : 113-135。
2018 "Is Turkish Muslim'Uthman a'Da'i' or 、Intelligence Agent'?: 'Collaboration' 
between Japanese Army and Muslim Minorities m China" Abdurre:jit ibrahim 
ve Zamam·Turkiye ve Japonya Arasmda Orta Avrasya, Merthan Dundar (ed.), 
pp. 111-132, Ttirk Tarih Kurumu. 
2019 (印刷中 ）「中国華北の清真寺共同体の秩序と構造— 民国期の調査資
料を手がかりとして」 『釉彩清真』金立言（編 ）、pp. ??-?? 、香港基石出
版有限公司。
2018 「日本軍と接触した
“
回奸
”
のライフ ・ ヒスト リ ー 内モンゴルに暮
らした回民の植民地経験」（国際会議 「日本と 東アジア-現代史研究
の新資料・新手法・新成果」，於：国際善隣協会5階会議室 ）(10月27日）
※静岡大学人文社会科学部アジア研究セ ン ター主催
2018 "The Survival of a Chmese Muslim Traitor: Colonial Experience of a Mus-
lim Leader in Inner Mongolia." (The International Conference "Japan-Chma 
War and Coloma! Experiences of Chinese Muslims: Comparative Analysis of 
the Islam Campaigns between the Chinese Nationalist Party and the Japanese 
Army"; 於：Tokyo Metropolitan University) (11月10日）
（書評 ）
2018 「書評 楊海英『最後の馬賊ー一・「帝国」の将軍 ・ 李守信』」『文化人類学』
83 (3) : 498-501。
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4 月
4 月 5 日 （ 木）
5 月
5 月 7 日 （ 月）
5 月14日 （ 月）
6月
6月 2 日 （ 土）
6月 3 日 （ 日）
6月30日 （土）
7 月
7 月 1 日 （ 日）
7 月12日 （ 木）
7 月2 6日 （ 木）
9月
9月2 6日 （ 水）
9月27日 （ 木）
10月
10月 1 日 （ 月）
10月 8日 （ 月）
10月12日 （ 金）
11月
11月 8日 （ 木）
12月
12月11日 （ 火）
1 月
1 月10日 （ 木）
1 月24日 （ 木）
1 月31 6 ( 木）
1 月31 日 （ 木）
2 月
2 月15日 （ 金）
2 月1 8日 （ 月 ）
2 月19日 （ 火）
2 月22日 （ 金）
3 月
3 月22日 （ 木）
2018年度社会人類学分野学事 日 程
(2018年4月~2019年3月）
新 2 年生 ・ 新 3 年生 ガイ ダンス
卒 業論 文 ガイ ダンス
大学院新入生 ガイ ダンス
研究生 ガイ ダンス
学部生交流 会
博 士論 文口頭 試問
日本文化人類学会第 52回研究大 会 OB · OG全体集 会
日本文化人類学会第 52回研究大 会
大学院修士論 文指導 ・ 博 士論 文指導合宿
大学院修士論 文指導 ・ 博 士論 文指導合宿
中 国社会科学院葉涛研究員特別授業
卒 業論 文中間発 表 会
大学院入試 （ 博 士前 期課程 ）
大学院入試 （ 博 士前 期課程 ）
中 国蘭州 大学王建新教授特別授業
中国蘭州大学王建新教授特別授業
1 年生対象所属 決定ガイ ダンス
1 年生対象所属 決定ガイ ダンス
3 年生対象卒 論 計画書 ガイ ダンス
デンバ ー ・ メトロ ポリ タン州立大学 キム ・ イ ルスー 教授特別授業
博 士論 文 口頭試問
卒 業論文発表 会
修士論文口頭 試問
博 士論 文 口頭 試問
大学院入試 （ 博 士後 期課程 ）
大学院入試 （ 博 士前 期課程 ）
大学院入試 （ 博 士前 期課程 ）
博 士論 文 口頭 試問
卒 業式 ・ 修 了式
平成 31 年 3 月 20 日 印刷
平成 31 年 3 月 20 日 発行
「人 文 学 報 」 第515-2 号
非 売 品
東京都八王子市南大沢 1 丁 目 1 番地
編集 • 発行者 首都大学東京 人文科学研究科
人文学報編集委員 会
代 表 者 平 井 博
株式会社 美巧社
東京都豊 島 区駒込 1 -35- 4 
石油系溶剤 を 含 ま ないイン キ を 使用していま す。
再生紙 を 使用していま す。
e云戸
古紐配合率70%
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